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総説

大学生におけるカフェブームから

低価格コーヒーの利用

岩田建（家政保健学科）

The Cafe Boom May Have Led to College Students 

Drinking Low Price Coffee 

Ken Iwata 

Department of Home and Health Sciences, Kamakura Women's University 

Abstract 

A review of college students'use of coffee shops aind cafes revealed that since Seattle-style cafes came to 

Japan in 1996, cafes have been used as places of relaxation and communication, and students have consumed 

coffee. However, since around 2010, convenience store coffee has become popular and the percentage of stu-

dents who prefer coffee has increased, and it is thought that the students who prefer coffee can be divided into 

two groups: those who use cafes and those who drink low-priced coffee. 
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喫茶店の歴史

エチオピアが原産とされるコーヒーの飲用は、

14世紀頃にアラビア半島南端のイエメンで普及し、

1500年代には、コーヒーの飲用に加え情報交換が

できる場としてのコーヒーハウスがアラビア半島

全域から周辺に広がった。1600年代には、このコー

ヒーハウスがヨーロッパヘと広がり、 1800年代の

産業革命以降、コーヒーの飲用がヨーロッパの労

働者へも普及していった 1-4)。

江戸時代の初めにオランダから日本に持ち込ま

れたコーヒーは、捲末の1858年に正式に輸入が始

まっている。明治の文明開化で洋食屋が誕生し、

コーヒーがメニューに加えられ、コーヒーが認知

されるようになった。 1888年（明治21年）には、
こーひーさかん

日本初の喫茶店「可否茶舘」が東京の銀座に開業

している。この 「可否茶舘」は、コーヒーを飲む

だけの喫茶店ではなく、ビリヤードや本を読む部

屋などが併設された社交場のような場所であった。

現在の「珈琲」という表記は、江戸末期に宇田川

椿苺がオランダ語の翻訳の際に考案し、昭和の初

期には「珈琲」の表記で統一されていたようであ

る3,5-10)

゜
1911年（明治44年）には、 「カフェ ー」という
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名称を用いた「カフェー・プランタン」「カフェー・

ライオン」が東京の銀座に開業し、サロン的な色

合いの濃いカフェー文化が花開いていく。とりわ

け庶民にまでカフェーの利用を広めたのは、同年

の暮れに開業した「カフェー・パウリスタ」と言

われている。カフェー・パウリスタは、 1908年か

ら開始されたブラジルのコーヒー農固への労働者

としての移民活動に対して、ブラジル政府から提

供されたコーヒーを日本で広めることを目的に、

他店より安価にコーヒーを提供していた。カフェー

は、大正時代には既に当時の大学生のたまり場に

もなっていたようであり、大学生もコーヒーの普

及に大きく関与していたようである。これらのカ

フェーの全国への支店展開とともに全国にコーヒー

が普及していった 6-8,11-14) 0 

「喫茶店」という語は、大正末期から昭和初期

に用いられ始めたようであり、当時から、カフェー

とは営業内容が異なるものとして認識されていた。

喫茶店は、サロン的な店舗ではなく、コーヒーを

中心とするソフト・ドリンクと軽食を提供する個

人の飲食行為を目的とした店舗とされ、ほぼ現在

の分類と変わらない内容となっていた 6,12, 15) 0 

太平洋戦争で途絶えたコーヒーの輸入であるが、

1950年にコーヒー豆（炒った豆）の輸入が再開。

1956年にインスタントコーヒーが輸入されるよう

になり、 1960年にはコーヒー生豆の輸入が可能と

なり、コーヒーの飲用が拡大していった 7,16)。

このように明治から昭和初期にかけてのカフェ

の変遷や学生のカフェの利用状況については学術

論文がいくつかまとめられているが 6,8, 9, 12)、近

年のコーヒーの飲用状況についてまとめられた文

献は確認できなかった。そこで、特に女子大学生

を中心に、近年のカフェの利用状況やコーヒーの

飲用状況の変化についてまとめることを試みた。

戦後のコーヒープーム

1950年以降、店頭での滝れたてコーヒーの飲用

は4回のプームにより拡大していったと考えられ

ている。第一のブームは197Qif代後半で、フルサー

ビスの純喫茶ブームが起こり、オーナー店主がコー

ヒーを丁寧に滝れるこだわりの喫茶店が次々とオー

プンした時期である。第二のブームは1980年代後

半に、ドトールコーヒーショップなど、より安価

で手軽にコーヒーが飲めるスタンドコーヒーが全

国へと勢力を拡大していった時期であり、第三の

プームは1990年代後半に、カフェと呼ばれる、ス

ターバックスコーヒーを代表とするシアトル系の

コーヒーチェーン店が日本に進出し、短期間で全

国に普及していった時期である。そして第四のブー

ムは2010年頃からのコンビニコーヒーの台頭であ

るとされている 17)。全日本コーヒー協会のまとめ

た生豆換算した日本のコーヒー輸入量の推移を図

lに示した。1950年から2000年までは 5年ごとの

輸入量、2000年以降は毎年の輸入量が示されてい

る。 1950年にコーヒー豆の輸入が再開され、 1965

年頃から輸入量が急増し、 1990年から1995年の間

で少し停滞するものの、 2000年頃まで再度、急増

している。 1965年頃から1990年ごろまでを第一の

ブーム、 1996年頃から200年頃までを第二のブー

ムとしている場合もあり、 200Qif以降が第三のプー

ムとされている 18,19)。この時期、上下の変動が大

きくなるものの、おおむね輸入量の増加傾向がみ

られている叫
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図 1 生豆換算したコーヒー輸入量の推移

全日本コーヒー協会のまとめた生豆換算した日本

のコーヒー輸入量の推移に掲載されていた数値20)

から図を作成した。
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この間、コーヒーの品質や焙煎・粉砕・抽出の

技術が大きく向上し、 1970年代にはコーヒー豆の

品種・銘柄の違いが着目されるようになり、 2000

年ごろからは、スペシャルティーコーヒーとして

生産国や産地の違いが着目されるようになってい

る19,21, 22)。

戦後、コーヒー豆などの入手が困難であったこ

とから細々と経営されていた喫茶店であるが、コー

ヒー豆の輸入が再開されると店舗数が増加してい

く18,23)。全日本コ ーヒー協会が総務省の経済セン

サスなどからまとめた統計資料によると、 1966年

に27,026店舗であった全国の喫茶店の店舗数が、

ピーク時の1981年には154,630店舗にまで増加し

ている 24)。ここでいう喫茶店とは、喫茶店、フルー

ッパーラー、コーヒーショップ、カフェなど、

「主としてコ ーヒー、紅茶、 清涼飲料などの飲料

や簡易な食事などをその場所で飲食させる事業所」

である四喫茶店数の推移と、総務省の各年度の

喫茶店数と喫茶店営業許可施設数の統計から抽出

した喫茶店営業許可施設数の推移を図 2にまとめ
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図2 喫茶店数・喫茶店営業許可施設数の推移

全日本コ ーヒー協会が総務省の経済センサスなど

からまとめた統計資料に掲載されていた数値24)と、

総務省の各年度の喫茶店数と喫茶店営業許可施設

数の統計から抽出した喫茶店営業許可施設数の数

値21-S1)から図を作成した。

て示した25-51)0 

1970年に開業したファミリ ーレストランが、

1970年代に全国へと広がり、喫茶店以外でも手軽

にコーヒーが飲めるようになっていく 52,53)。ファ

ミリーレストランの先駆けとなった“すかいら一

<’'は、当時、米国で普及していた朝・昼・夜の

食事ができ、コ ーヒーやデザートが飲食できるレ

ストランの営業形態（アメリカのドライプインを

模倣しコーヒーショップとして創業、のちにファ

ミリーレストランとなる）を日本に持ち込んだこ

とになる丸 55)。さらに、 1980年にはドトールコー

ヒーショップがスタートし、店内カウンターでの

立ち飲みを中心とした安価なスタンドコ ーヒーが

全国に拡大していく。56,57)。その後、 1996年には

サードプレイス（生活の拠点として息抜きやリフ

レッシュができる空間）を標榜したスターバック

スコーヒーが開業し、これをきっかけとして、女

性を中心に「カフェ巡り」などの喫茶店プームが

起こっている叫

ドトールとスターバックス

ドトールコーヒーショップが、手軽に飲める低

価格コーヒーで市場に参入した1980年当時、喫茶

店でのコーヒー 1杯の価格は、総務省統計局の調

査では平均247円であ った59)。 ドトールは、喫茶

店で提供されていたコーヒーと同等の品質のドリッ

プコーヒーを 1杯150円で提供した。 ドトールは、

コーヒーを飲んでもらうことに特化し、立ち飲み

を中心として、喫茶店としての空間でくつろいで

もらう部分を省略して価格を下げたことにな

る18,56, 57, 60, 61)。これに対し、 1996年に開業したス

ターバックスコーヒーは、サードプレイスをうた

ぃ、空間を提供することで、ドリップコーヒーを

l杯260円、 主力のラテを290円で販売した62,63)。

この時、喫茶店のコーヒーは 1杯400円59)、ドトー

ルのコーヒーは 1杯180円5”で、 ドトールのコー
ヒーは150mL、スターバックスのコーヒーは250

mLで、 mLあたりの単価は、それぞれ1.20円と

1.08円と計算される。 一方、喫茶店のコーヒーは

標準的な140mLとしてmLあたり2.86円となる叫
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スターバックスは、喫茶店に対しては安価なコー

ヒーを提供し、ドトールに対しては、大きいサイ

ズを販売し、客単価を上げる代わりに空間を提供

したことになる。結果、手軽さのドトールか、生

活拠点のスターバックスかの選択になったのでは

ないかと考えられる 65-67)。マークス JPの2015年の

調査によると、ドトールを最も利用した145名の

店舗での滞在時間は、 15分以内が 6%、15~30分

が50%、31~45分が19%、45~60分が20％で、平

均滞在時間は35.8分。スターバックスを最も利用

した235名の店舗での滞在時間は、 15分以内が 9

%、 15~30分が40%、31~45分が28%、45~60分

が15％で、平均滞在時間は36.2分であり、両社で

の平均滞在時間には大きな違いは確認されていな

いことが報告されている叫

コンビニコーヒーの台頭

カフェブームが一段落した2008年にマクドナル

ドが100円コーヒーの販売を開始し、これに追随

して、コンビニエンスストアなどを中心に低価格

のカウンターコーヒーの提供が拡大していった。

2013年 9月にはセブ乞イレブンがコーヒーの提

供を全国の店舗に拡大し、大ヒット商品となって

いる 69-73)。マクドナルドやコンビニエンスストア

などの低価格コーヒーをコンビニコーヒーとして

まとめられているが69）、上述のドトールとスター

バックスの対比を当てはめると、コンビニコーヒー

は、ドトールのコーヒーに対して、さらに手軽さ

を強めて単価を下げたコーヒー（イートインスペー

スかテイクアウトで mLあたりの単価が0.67円）

に位置づけられると考えられる。

このように、ファミリーレストラン、ファスト

フード店やコンビニエンスストアなど、コーヒー

を飲用できる環境が多様化したことにより、喫茶

店の店舗数は減少していった。喫茶店の店舗数は

1986年から 1996年の10年間で、 151,054店舗から

約 3分の 2の101,945店舗にまで減少し、 1996年

から減少は鈍化したものの1996年から2016年の20

年間で、さらに 3分の 2の67,198店舗にまで減少

している 24,74, 75)。スターバックスとの対比で考え

岩EEi建

ると、喫茶店が提供する空間としての価値が、提

供するコーヒーの価格に見合わなくなった可能性

も考えられる叫

厚生労働省の衛生行政報告例によると、喫茶店

営業施設数は、 2006年から2008年頃 (2006年

293,402施設、 2007年291,587施設、 2008年292,889

施設）をピークとして、年々減少し、 2020年では

2006年の60％の174,598施設となっている（図 2

参照）。喫茶店営業施設とは、酒類以外の飲み物

又は茶菓（トースト・小分け販売を含む、調理・

製造行為は含まれない）を飲食させる営業施設で、

コップ式の自動販売機でのコーヒーやジュース類

の販売も含まれる。 2007年から、喫茶店営業施設

数のうち、自動販売機数も掲載されるようになっ

た。自動販売機は2008年の257,907施設をピーク

に、年々減少し 2020年では2007年の 56％の

145,313施設となっている。 一方、自動販売機を

除く喫茶店営業施設は、 2007年の38,896施設に対

し、年々減少しているものの、 2020年では2007年

の75％の29,285施設となっている ”-51,77-80)。コンビ

ニエンスストアなどのコーヒーマシンでのコーヒー

の提供は、主にコンビニエンスストアが取得して

いる飲食店営業許可によっており、自動販売機と

して取り扱われておらず、喫茶店営業施設数にお

ける自動販売機数は、主に街頭などのいわゆる自

動販売機の設置数を示している 79,80, 84)。また、喫

茶店を経営する店舗が自家製のサンドイッチなど

の調理品を販売する場合、喫茶店営業施設ではな

く飲食店営業施設となる ”,78)0

厚生労働省が示している2018年の調査では、直

近の 3年間でコンビニコーヒーの利用が増加した

人が約22％になり 25)、2019年には、コンビニコー

ヒーはコーヒー市場の 2割を占めるに至ってい

る81)。2021年の時点では、セブンーイレブンのコー

ヒーの販売量が最も多くなっている 82,83)。厚生労

働省などの分析では、コンビニコーヒーの拡大が、

直接、喫茶店の減少に影響しているわけではなく、

コンビニコーヒーの利用は、これまで喫茶店をあ

まり利用していなかった主婦層や20~30代の利用

の開拓によるものとされている 21,25, 52, 81, 83, 85, 86)。こ

れに加え、コンビニエンスストアのコーヒーの市
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場、ンェアが上述の通り 2割として、生豆換算での

コーヒー輸入量は、マクドナルドがコーヒー販売

を開始した2008年以降の最低量である2008年の

423.7千トンに対し、ピークの2019年で114％の

482.6千トン、 2021年では107％の453.4千トンに留

まっており（図 l参照）、新規開拓による増加分

に満たっておらず、コンビニエンスストアが自動

販売機のシェアを一部取り込んでいるため、自動

販売機数の減少が加速しているものと考えられて

いる 87-89)。

大学生のコーヒー利用

明冶時代に日本にカフェが開設されて以来、コー

ヒーのブームには大学生が少なからず関与してき

たものと考えられており、大正時代には既に当時

の大学生のたまり場にもなっていた 8,9, 12)。1996

年のスターバックス上陸以降、特に女性の間でコー

ヒーがブームとなっている叫

2002年のマクロミルの10代～20代の女性519名

への調査では、 45％が週に 1回以上カフェを利用

し、カフェをくつろぎの場と認識している人が67

％、会話の場として認識している人が18%、カフェ

を選ぶときに重視するものとしてドリンクの充実

が 73%、価格が68%、今後、カフェに求めるも

のとして60％が価格の低下、 ドリンクの充実が49

％となっていた。また、大手のチェーン店派が56

% （ほとんど大手チェーン店しか利用しない13%、

大手チェーンを利用する方が多い43%)、どちら

も同じくらい利用するが36%、個人経営店派が 8

% （ほとんど個人経営店しか利用しない 2%、個

人経営店を利用する方が多い 6%)であることが

示されている90)。2002年の時点で、カフェの利用

は、大手コーヒーチェーン店が主流となっていた

が、価格が高く感じられているものと考えられて

いた。

2004年の信時の、短大生を含む女子大学生101

名、女子高生437名への調査では、日常的にコー

ヒーを飲む者の割合は大学生・短大生で41.3%、

女子高生で36.8%、日常的に喫茶店に行く者の割

合は女子高生で39.1％であることが示されてい

る叫これらの調査結果から、 2002年～2004年に

は、女子大学生では40％程度が日常的にカフェを

利用していたものと考えられた。

その後、セブンーイレブンが2013年に店頭販売

カフェラテの販売を開始し、 2015年にはアイスカ

フェラテが追加され、コンビニエンスストアでの

カフェラテの販売が本格化していく 92,93)。

2015年のマークス JPの調査では、 20代の女性

53名では、過去 1年間に喫茶店として利用したお

店は、複数回答で、チェーン店のカフェ・喫茶店

が62.7%、マクドナルドなどのファストフード店

が42.4%、コンビニの飲食スペースが18.6%、利

用したことがないが13.8%、過去 l年間にテイク

アウトとして利用したお店は、複数回答でチェー

ン店のカフェ・喫茶店が44.6%、マクドナルドな

どのファストフード店が43.1%、コンビニが26.2

％、利用したことがないが29.2%。また、コーヒー

の飲み方では、店内派が79%、テイクアウト派が

9%（店内でしかコーヒーを飲まない17.0%、店

内でコーヒーを飲むことが多い62.3%、店内とテ

イクアウトが半々11.3%、テイクアウトでコーヒー

を飲むことが多い7.5%、テイクアウトでしかコー

ヒーを飲まない1.9%）であることが示されてい

る。 80％以上の人が喫茶店を利用しており、マク

ドナルドなど安価な店舗を利用する割合が30％程

度、 10％近くの人がテイクアウト中心の利用となっ

ている 68,94)。この2015年の時点で、 20代の女性に

おいても、マクドナルドやコンビニエンスストア

などの安価なコーヒーの割合がかなり大きなもの

になっていたものと考えられる。

MyVoiceのインターネットでの10代以上への

調査においても、コンビニコーヒーを月に 1回以

上利用している人の割合は、 2014年 1月の10代以

上10,521名への調査では30.0％であったものが、

2015年 1月の11,256名への調査で41.2％に上昇し、

以降、 2016年11,045名の39.5%、2017年11,317名

の43.1%、2018年10,955名の40.5%、2019年10,611

名の41.7%、2020年10,314名の40.7%、2022年

10,145名の39.7％と、おおよそ40％前後で推移し

ていることが示され95)、2015年頃からコンビニエ

ンスストアなどの安価なコーヒーが選択肢の一つ
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として定着したものと考えられる。 ヒーを求めていることが知られた。

2016年のマイナビ学生の窓口の調査では、現役

大学生401人の「コーヒー 1杯」に出せる金額は、 まとめ

100円が14.6%、150円が19.1%、200円が12.4%、

300円が11.7%、400円が6.9％であるが、 「スタバ

なら」というものさしも頻繁に上げられ、スター

バックスなどのコーヒー店なら高価でも利用され

る場合もあることが示されている％）。このように、

大学生においては特に低価格コーヒーの利用が意

識され、低価格コーヒーかカフェかという 2極化

が進んでいることが考えられた。

2015年の FoodNavigationの記事によると、ス

ターバックスでは女性の74％がカフェラテを注文

することが示され97)、2017年の甲南女子大学の女

子大学生64名への調査でも、約70％がコーヒーよ

りもカフェラテを好むことが示されている98)。

2018年のセブンーイレブンのプレスリリースによ

ると、カフェラテの利用は、コーヒー専門店で約

30%、セブンーイレブンで17％程度とされており、

カフェラテの販売を強化するために2018年にカフェ

ラテを一新している 99)。特に女性では、カフェラ

テが好まれる比率がかなり高く、コンビニエンス

ストアがカフェラテの販売を本格化したことによ

り、コンビニコーヒーの利用が増加した可能性も

考えられる。

2020年の TesTeeLabの10代480名、 20代558名

への調査によると、コーヒーを飲まない人の割合

は10代で33.8%、20代で27.8％であり、普段飲ん

でいるコーヒーでは、複数回答で、コンビニコー

ヒーが10代で27.4%、20代で33.5%、カフェ・喫

茶店が10代で36.2%、20代で37.2%、好きなコー

ヒーの種類では複数回答で全回答中、コ ーヒーが

10代で25.9%、20代で31.5%、カフェラテ（カフ ェ

オレなども含む）が10代で71.1%、20代で66.2%。

コーヒーを購入するときに重視する点については、

価格が最も多く 10代で58.8%、20代で54.8％であ

り、コーヒーを飲むタイミングでは、休憩時間が

10代で54.3%、20代で59.7％であることが示され

ている 100)。このように2020年の時点で、10代・ 20

代の30％程度がコンビニコーヒーを利用し、カフェ

ラテの利用が70％程度で、半数以上が安価なコー

1996年にシアトル系カフェが日本に上陸して以

来、女子大学生を含む大学生の間でもカフェが利

用され、カフェラテが飲まれるようになった。

2000年頃の調査 (2002年と2004年）では、おおよ

そ40％が、大手チェーン店のカフェを利用して日

常的にコーヒーを飲用していたが、 2015年頃には

コンビニコーヒーの利用が一般的になり、 2020年

頃の調査では、カフェラテを含むコーヒーを日常

的に飲む割合がおおよそ 3分の 2に増加し、カフェ

の利用とコンビニコーヒーの利用がおおよそ同じ

程度と、 2極化していると考えられた（図 3に概

要をまとめた）。

| ＜カフェの普及＞
2000年頃Iカフエ利用 II 利用しない
| 一40%―←―-60%――
| I¥ 

2010年頃くコンビニコーヒーの普及＞

| I ¥ 
2020年頃Iカフェ利用IIコンビニ利用II利用しない I

I ←3分の1→←3分の 1→←3分の 1→巨 Iカフェラテ I 
←30％→ （ 70% ） 

図3 カフェなどの利用の変遷

2000年頃のくつろぎの場としてのカフェの利用

から、低価格コーヒーの普及により、コーヒーや

カフェラテそのものを嗜好して飲用する割合が増

加した可能性が考えられる。
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